
4.1.N4	社会インフラ・モビリティ応用

4.1.N4.01　構造材料

領域の定義

金属・セラミクス・FRPなどを基材とした構造材料は、インフラやモビリティ応用を通して社会を支え
ている、また、身の回りの家具や建具にも強度や耐久性を要する部分には強度や耐環境性に優れたエ
ンジニアリングプラスティックなどが使われている。近年では、圧延・鋳造・機械加工、射出成形といっ
た、従来法に加え、積層造形、additive manufacturingが使われることも増えてきた。

図4.1-N4.01-1　構造材料領域における論文数の動向①
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図4.1-N4.01-2　構造材料領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N4.01-3　構造材料領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N4.02　力学特性制御技術

領域の定義

力学特性制御技術とは、材料の力学特性発現機構をナノスケールまで立ち戻って理解した上で、マクロ
な材料力学特性を制御することを目的とした研究開発領域である。材料が本来持つ力学機能を最大限
に引き出し、従来実現できなかった高性能・高機能・高耐久な材料の開発および新しい材料設計技術
を構築するために重要な技術である。

図4.1-N4.02-1　力学特性制御技術領域における論文数の動向①

278 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N4.02-2　力学特性制御技術領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N4.02-3　力学特性制御技術領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N4.03　パワー半導体材料・デバイス

領域の定義

高効率の電力変換を可能にする電力制御用半導体素子（パワーデバイス）を、その応用技術とともに
研究開発する領域である。現在主流のSiパワーデバイスの性能向上に加え、SiC、GaN、Ga2O3、ダ
イヤモンドなどワイドギャップ半導体の結晶品質向上、ウェハの大口径化、物性制御、デバイス構造、
作製プロセスなど、材料・デバイス技術に関する研究開発課題がある。さらに、受動部品や制御技術、
実装技術、応用技術など、システム化に関する研究開発課題もある。

図4.1-N4.03-1　パワー半導体材料・デバイス領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N4.03-2　パワー半導体材料・デバイス領域における論文数の動向②
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図4.1-N4.03-3　パワー半導体材料・デバイス領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N4.04　磁石・磁性材料

領域の定義

材料物性としての磁性には様々な種類があるが、ここでは、モータや大電力用途などのパワーエレクト
ロニクスに関係の深い強磁性材料を取り上げる。強磁性材料には保磁力の高い永久磁石材料と、保磁
力がゼロに近い軟磁性材料がある。モータの高性能化の鍵を握る永久磁石用の強磁性材料には、高い
保磁力および飽和磁束密度と、－50℃から200℃といった環境温度での動作安定性が求められるのに
加え、資源制約にかからない元素からなることが望まれる。さらに、機械強度、電気抵抗といった機械
的・電気的性能も重要な物性であり、特に後者はモータの高速回転時には界磁の時間変化により誘導
される渦電流損および磁石の発熱の抑制に重要である。一方、インバータ用コイル、変圧器磁心、モー
タの磁路、電磁波シールドなどに用いられる軟磁性材料は、強磁性体（フェロ磁性体、フェリ磁性体）
の中で、比較的簡単に磁極が消えたり反転したりする材料であり、保磁力（抗磁力）が低く高い透磁
率を有し、高い飽和磁束密度と高周波での低い損失といった特性が望まれている。磁性材料の性質は
組成だけでなく材料組織にも大きく影響されるため、ナノからメソに至るまでの材料構造制御技術や製
造プロセス技術上の開発課題がある。

図4.1-N4.04-1　磁石・磁性材料領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N4.04-2　磁石・磁性材料領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N4.04-3　磁石・磁性材料領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N4.05　超伝導

領域の定義

液体He温度で利用されるいわゆる従来型超伝導材料は、すでに医療機器・交通・電力・計測・情報
処理などの様々な分野に広く応用されている。また、液体水素温度以上の温度で使うことができる高温
超伝導体についても、永年に渡る研究開発により、実用的な大電流・強磁場用線材としての地位を確
立しつつある。

図4.1-N4.05-1　超伝導領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N4.05-2　超伝導領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N4.05-3　超伝導領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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